
協働のまちづくりのもと計画策定を進めるにあたり、テーマを「住みたくなる・住み
続けたくなる吉岡町をめざして」としてワークショップを開催しました。

目 的：
年代・性別・役職問わず自治会より推薦いただいた 22 人
※男性 7人　女性 15 人
　20 代：1 人　30 代：2 人　40 代：8 人　50 代：4 人　60 代：3 人　70 代：4 人

対 象：

３
（１）住民ワークショップ

令和 2 年 10 月 26 日 ・・・ オリエンテーション、ワーキング「現在の吉岡町」、発表　19 人参加
 11 月 13 日 ・・・ ワーキング「地域産業・観光・教育・文化」、発表　17人参加
 12 月 7 日 ・・・ ワーキング「福祉・健康・生活環境」、発表　14 人参加

概 要

住民・団体・中学生
ワークショップ

第１回
５つのグループに分かれ、現在の吉岡町の 11 の分野（交通、施設、自然環境等）に関して、それぞれ「自

慢できるところ」、「改善した方がいいところ」をグループワークしてもらい発表いただきました。

交通
自慢できるところ 改善した方がいいところ

幹線道路が通っている、前橋・高崎に出やすい、サイ
クリングロードの整備、道路網がしっかりしていて交
通の便がよい（×２）、インターにも近い、前橋・高崎
に近く何かと便利、病院が近くにある、老人の散歩道
がある、道路交通の便が良いところ、病院が近くにあ
る！、コンビニも近くにある

安全な道が確保されていない（× 11、通学路や自転車、
シニアカーの通り道）、公共交通の不足（× 11、タクシー
や駅）、外灯の少なさ（×９）、高齢者の交通手段の不
足（×３）、大久保と小倉で差がある、側道側溝の雑
草処理が悪い、朝夕の交通渋滞がすごい、駅がほし
い、路地の場所はもう少しスピードを制限した方が良
い、小学校の通学路に日陰がない

施設
自慢できるところ 改善した方がいいところ

町社会福祉協議会（町老人福祉センター）の活動（×２、
サービスが親切だという声も）、図書館、保健センター
の充実

映画館がない、図書館の分館があると遠方の人も行
ける

人的環境
自慢できるところ 改善した方がいいところ

「ふれあいいきいきサロン」の活動が盛ん（×２）、若
い人達が住むようになってきている、自治会の方が若
い世代に親切、お年寄りが活動的、地域の人が親切（軽
トラ貸してくれる）、道を歩いているとあいさつしてくれ
る、近所のつながりがまだまだある、通学中の子ども
がアイサツを返してくれる、あいさつをしたら返してく
れる人が多いところ

世帯は増えているが横のつながりがない？、色々な集
まりがあるらしいがもう少し新しい人達に声がけをし
た方が良い、子どもが成長すると都会へ行ってしまう、
若い人が地域の活動に参加する機会が少ない、新旧
住民がなかなかなじめない、祭りの参加者が減って
いる

自然環境
自慢できるところ 改善した方がいいところ

城山みはらし公園（×２）、自然が多い、適度に田舎
夜景、お水がおいしい、自然と利便性のバランスが良
い、緑がたくさん残っている、河川５本全て清水、緑
が多い、自然がたくさんある、サイクリングロードの
桜並木が４月になると見事、上野田、上野原からの夜
景、老人が散歩できる道がある

魚道が無くサケが登れない（×２）、河川が汚く魚が
住めない（×２）、住宅が増加する一方で自然が減少

社会環境
自慢できるところ 改善した方がいいところ

環境が静か、静かで平和な町、夜は割合に静か、ゴ
ミ集積所が充実している、公園が近くにあり楽しい

足湯が貧弱、散歩時における犬のふんの始末、利根
川沿いの整備

人口
自慢できるところ 改善した方がいいところ

人が増える→店がたくさん→好循環、吉岡町の人口増
（住みやすいから）、子どもが多く活気がある、若い人
達が住むようになってきている

子どもの増加に対し防犯体制が弱い

生活
自慢できるところ 改善した方がいいところ

図書館、ごみのルールが守られている、粗大ごみの引
取、神社が大切にされている、年末年始の行事・バザー
も行われている、店が多い、ボランティア、団体等で
各年代とつながりがもてる（ＢＢＱ、飲み会等）、自衛
隊が隣の榛東村にあるので恩恵がある、前橋・高崎
のベッドタウンで土地が安く人気がある、高齢者が多
く義理人情が厚い、ごみ収集の決まりが守られている
ところ、ごみが道に少ないところ、ぶどう園の時期が
楽しみ、治安が良い、買い物が便利（×５、大型店や
コンビニ）

ごみ出しのマナーが悪い（×４、袋に記名を求める声
も）、情報発信（ＳＮＳ）が少ない、ごみ出しのルール
を守らない人がいる、船尾滝を早く整備してほしい、
ふるさと祭が地味（露店や雰囲気）、お弁当屋ほしい、
自衛隊のヘリが窓ガラスを揺らすので不愉快、小売店
が少なく買物が不便
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福祉
自慢できるところ 改善した方がいいところ

–
介護の負担、障害のある方や高齢者の居場所確保、
介護の負担を減らしてほしい（おむつ代等）

防災
自慢できるところ 改善した方がいいところ

自然災害が少ない（×２） 屋外で防災無線が聞き取りにくい、シカやイノシシが出
没、避難場所が明確になっていない（災害広報の課題）

防犯
自慢できるところ 改善した方がいいところ

治安が良い 防犯カメラを設置してほしい（×３）

子育て・教育
自慢できるところ 改善した方がいいところ

中学で県内最速でタブレットが配布された（×３）、子ど
もの人数が多い町だが他の市町村の学校と比べても案
外教育が行き届いている、子どもの非行が少ない、世
帯が増え続けて今後がたのもしい、子どもの人数が多
く色々な友達ができる、三宮神社例大祭が楽しかった

公園が少ない（×５）、学校休暇中の学童保育の必要性
（×３）、体育館が狭い（危険、選手・応援者）、給食
費を無料にする、今年は特別（コロナの関係で子ども
たちがかわいそう）、子どもが１年を通して遊び学べる
場所や施設がない、行事等の参加人数が少ない子ど
もが自転車の練習ができる広場がほしい

第２回
５つのグループに分かれ、「教育・文化」と「産業・観光」に関して、それぞれ「さらに伸ばしていくべきところ」、

「改善した方がいいところ」、「将来の方向性および具体策」をグループワークしてもらい発表いただきました。

教育
さらに伸ばしていくべきところ 改善した方がいいところ

学校施設・教育関連
あいさつの良さ（×２、子どもたちがあいさつできる、
あいさつ運動の継続）、子どもの人数が多い、コロナ
休暇の時の対応が良かった、学校の登校時、校舎が
増築（利用のし易さ）、教育機器が早い（タブレット）、
駒小の生徒が帽子の色で学年が分かる

学校教育・施設関連
学校の不足（×２、高校・専門学校・大学）、PC が配
られたがどういう風に使っていくのか分からない

スポーツ関連
ナイター付きスポーツ施設の増築（×２、400m トラッ
ク、駐車場付の総合グラウンド）、スポーツ施設が多い、
スポーツ選手の育成

スポーツ関連
高齢者が運動できる場所がほしい

人材育成関連
活躍する（した）先輩の姿を見て、子どものモチベーショ
ンを高める、専門性の高い人の発掘、能力の育成

人材育成関連
専門性を持つ人をもっと活用

治安・交通関連

–

治安・交通関連
治安面の不安（×２、人口増に伴う犯罪増、子どもの
外出時の安全性）、アシスト自転車を OK にしてほしい

将来の方向性および具体策

学校教育・施設関連
学校数の充実（×４、10 年後には学校が２つ、町内に来る教育機関に税金をかけない、全国の教育機関の誘致、
大学と高校を１つずつ）、大手学習塾誘致、芸術家やノーベル賞受賞者が排出される、モラルのある人を育成

スポーツ関連
スポーツ機会の増大（×３、サッカー等の大会、活躍の場、スポーツ大会の種類）、スポーツ施設の整備（×２、サッ
カー場やグラウンドの増 or 整備、屋内運動場の建設）

人材育成関連
より専門性の高い人を集める

治安・交通関連
地域の見守り強化（×４、ボランティアや保護者による旗振り、防犯カメラの増設、青パト増加、パトロールのた
めに車にマグネット）、犯罪のないまちづくり

社会教育・その他
図書館の分館を造る、学校教育・家庭教育・社会教育の充実、町民手づくり講座の充実、学校や文化センターで
出前講座
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文化
さらに伸ばしていくべきところ 改善した方がいいところ

文化資源関連
文化財が多い

文化資源関連
祭り・信仰関連（×３、祭りなどの実施が若い人が関
心なく難しい、神社の祭り・道祖神が減っている、祭
りの復活）、地域行事等の存続、文化財は広報等で紹
介されるが一過性で忘れる

将来の方向性および具体策

文化的資源関連
文化財関連（×３、文化財の整備、文化財のアピール、吉岡の史跡めぐり（スタンプラリーをやってほしい））

施設関連
文化センター関連（×３、文化センターの利用促進、文化センター事業の情報発信、文化センターの利用促進）、
偉人の記念館の建設

伝統文化および伝統文化の継承
祭り関連（×４、ふるさと祭りの内容の見直し（役場や有志で委員会を作る）、後継者の育成、神道を伝える（神
社とか祭りの意味・そのための地域の先達）、文化・伝統の青少年への継承）、群馬県でも有名な三宮神社をもっ
と宣伝すべき

その他
劇団を作る→芸能人（市民劇団）、ダンスチームを作る

産業
さらに伸ばしていくべきところ 改善した方がいいところ

消費関連
大型店の競合で消費者にとっては買い得

工場・商店関連
働く場所の不足（工場に地元の人が働いているとの情
報を聞かない、近所の若い人は地元で仕事をしていな
い）、製造業への支援が少ない事、小さい商店の減少

その他
流通団地（インター付近）

その他
–

将来の方向性および具体策

企業誘致関連
企業・小売店誘致（×３、インターチェンジを活用した企業誘致、各種飲食店）、工場誘致（吉岡ブランドの食べ物、
飲み物））

その他
特産物の販路拡大、工場見学等の実施、若者に魅力のあるまちづくり（店の誘致、子どもの遊び場）

農業
さらに伸ばしていくべきところ 改善した方がいいところ

農産物関連
野菜・果物関連（×５、おいしい野菜、乾燥イモ（干し芋）、
ぶどう、農産物のブランド化（チンゲンサイ、トマト、
ぶどう、いちご）、農産物を手軽に入るようにする（ト
マト、ナス、キャベツ、キュウリ等））

農家関連
農家の減少（×２、高齢で農業をやめる人が多い、農
業従事者の減少）

将来の方向性および具体策

農地関連
農地の有効活用（×３、農地が多いので有効活用（同じ書き込み２回）、休耕地の有効利用で農業体験）

農産物関連
広報・ＰＲ（×２、デザイン学校の先生に依頼（ポスター等）、吉岡町乾燥イモを誰でもみられるように宣伝する（チ
ラシ））、町の方針として兼業農家にも乾燥イモづくりを伝承する、特産品（イモ・ブドウ等 ) のブランド化
企業によって冷凍干しイモの販売、色々種類も多く量もどんどん出してもらいたい（※おそらく農産物の販売のこと）

農業従事者関連
高齢者・障害のある方の雇用（×２、農業を高齢者や障害のある方やひきこもりが働ける場所にする（野菜、ぶどう、
乾燥イモ等を作り続けるため）、障害のある方と引退した高齢者の協力（ぶどうなどの農業））

その他
さらに伸ばしていくべきところ 改善した方がいいところ

公園関連

–

公園関連
公園の整備（×２、犬が散歩できる公園がない、公園
の駐車場が狭い）

将来の方向性および具体策

駅ができる・人が集まる、老人ホーム建設、老人にもう少し依頼して動いてもらうことも大切
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第３回
４つのグループに分かれ、「健康・福祉」と「生活環境」に関して、それぞれ「さらに伸ばしていくべきところ」、

「改善した方がいいところ」、「将来の方向性および具体策」をグループワークしてもらい発表いただきました。

健康・福祉
さらに伸ばしていくべきところ 改善した方がいいところ

健康関連
健康 No.1 事業（×２、事業の充実）、ラジオ体操（×２、
ラジオ体操による健康づくり、雨の日でもラジオ体操
にくる人がいる）、健康づくりのための講座が開催され
ている、健康講習会をインターネットで見られるように
してほしい、自治会主導で健康事業を進めていきたい

健康関連

–

施設関連
地域の施設サービス等（×２、認知症カフェの充実（Ｒ
ＯＢＡＲＯＢＡ、元気になるカフェ）、地域のサロンの
充実）

施設関連

–

ボランティア・地域活動関連

–

ボランティア・地域活動関連
活動の人材確保の困難（×３、屋外・野外を問わずメ
ンバーが固定されてしまう、参加者が少ない、主体的
にやってくれそうな人は高齢で難しい）、運営上の困難

（×３、講習を受けても日常の戻ると忘れてしまう、名
簿作成が個人情報の問題があり難しい、地元役員のた
めの事業になりやすい）

その他
コロナ禍での外出や交流の方法

その他
高齢者施設のある場所にかたよりがある、予防接種の
補助をもっと充実させるべき、障害のある方の社会参
加が少ない

将来の方向性および具体策

ボランティア関連
ボランティア活動の推進（×４、若い人や学生のボランティアを増やす、子どもの参加、ボランティアによる高齢者
のゴミ出しの手伝い）

施設関連
高齢者の活動の場（×４、認知症カフェ「ＲＯＢＡＲＯＢＡ」を増築する、町社会福祉協議会が「いきいきサロン
に積極的に関与する、高齢者施設や医療施設を歩いて行ける場所に増やす、施設外にも活動の場（住民と協力）、
高齢者の活躍場所を増やす）

その他
有志でスポーツ関係の人材を確保、健康寿命を延ばす、町社会福祉協議会が呼びかける

さらに伸ばしていくべきところ 改善した方がいいところ

交通関連
幹線道路の車線が増えた

交通関連
道路等の未整備（× 13、歩車分離の信号があるとよい、横断歩道が少な
い、路地を通る車にスピード制限がないため危険、通学路に危険箇所が
多い（歩道なし）、道路に段差がある、信号のある所は音楽が鳴るとよい
のでは、雨などの時に水がたまりやすい道路がある、朝夕の道路渋滞、
道路環境の改善、一時停止の表示が薄い・ない、街灯が少ない、道が暗
い（街灯が少ない）、街灯が少なく暗い道が多い、公共交通等の未整備（×
８、乗り合いバスの本数が少ない、高齢者の移動手段がない、駅が欲し
い、公共交通が不便、免許を返納した高齢者が多い、バスの本数が少ない、

『ぐるりん』のような巡回のバスがない、高齢者の乗り合いで買い物は事
故を考えると責任もあり難しい）

施設関連
誰でも集まれる場所がある

施設関連
スポーツ施設の整備（×３、スポーツアリーナの建設、室内運動場（グラ
ウンド）建設、運動できる屋内施設の建設）、集会所が狭い、道温泉の充実、
遊園地造成、ガソリンスタンドの減少、子どもが休日に集える場所（公園・
児童館に近いような）が不足している

防災・防犯関連
防災訓練（×３、防災訓練の実施、
町全体での防災訓練をしていた、
町総合避難訓練を継続して行う）、
防災無線のデジタル化、ハザード
マップの毎戸配布、青パト、夜間
の出歩きが少ない、自治会役員に
よる年末パトロール実施（２週間）

防災・防犯関連
避難方法が不明（×２、避難方法がわからない、災害が起こった時の避
難場所がわからない）、避難所に対する不安（×３、避難場所が少ない、
上野原集会所避難所が安全と思えない、指定された最寄りの避難所に
集まりきれるのか心配）、防災意識が低い、近所の人と独居の共通理解、
不審者情報が多い、偏りのないパトロール（青パト）など

福祉関連

–

福祉関連
町老人福祉センター改築、高齢者のゴミ出しが困難、障害のある方の社
会参加が少ない

ごみ関連
ごみの回収（×３、資源ごみの回収、
ごみ収集のルールが守られている、
自治会の廃品回収をよくやってもら
えている）

ごみ関連
ごみ出し（×２ゴミの収集箱が小さいために、外にゴミが出てしまうが出
ていると収拾してもらえない、ごみ収集が時間より早く来ている）

その他
夜は静かで星がきれいに見える

その他
自治会役員の負担が多い

将来の方向性および具体策

自治会・地域社会関連
自治会の活発化（×２、自治会活動への補助金増額、地域活動に参加する機会をつくる）、役場職員の地域体験
活動の活性化

交通関連
交通サービスの整備（×３、福祉タクシー、町のワゴン車フル活用、高齢者の増加が伴うためバスを安全な輸送
手段として考えていくべき）、ランドセルに貼る反射材を小学生に配る

防犯
高齢者見守り活動、全戸にソーラーセンサーライトを配布し防犯対策にする

その他
サツマイモ掘り（会社も参加）、地域観光の名所に子どもを招待、有志でスポーツ関係の人材を確保

生活・環境
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協働のまちづくりのもと計画策定を進めるにあたり、テーマを「住みたくなる・住み
続けたくなる吉岡町をめざして」としてワークショップを開催しました。

目 的：
健康・福祉・教育・文化・スポーツ・住民活動・商工農業・消防・交通・防犯分野に
おける町内各種団体代表 21 人（団体）
※男性：15 人　女性：6 人
　30 代：3 人　40 代：3 人　50 代：3 人　60 代：4 人　70 代：8 人

対 象：

（２）団体ワークショップ

令和 3 年 3 月 5 日 ・・・ オリエンテーション、ワーキング「これからのまちづくり」、発表　15 人参加

概 要

各種団体代表の方が４つのグループに分かれ、「インフラ」、「産業」、「安全・安心」、「教育」、「行財政」、
「その他」から１つを選択肢し、それぞれ「さらに伸ばしていくべきところ」、「改善した方がいいところ」、「将
来の方向性および具体策」をグループワークしてもらい発表いただきました。

さらに伸ばしていくべきところ 改善した方がいいところ

交通関連
交通網の整備（×３、道路がやや整備されている、交
通の便がいい（バイパス）、吉岡町は県内の中心に位
置し通勤可能な地域）

交通関連
交通網の未整備（×４、最寄り駅（群馬総社駅、八木
原駅）までの道のり、旧伊香保線の交通の危険性、
定期バスの利用（空車が多い）、歩道の整備）

観光関連
サイクリングロード、道の駅の充実、利根川沿いの桜
並木

観光関連
吉岡町の名所の案内板等設置

公園・自然環境関連
公園の確保（×２、河川敷公園や防災公園の充実、各
方面に公園がある）、まだ自然が多くキツネ・タヌキ・
ハヤブサ等の動物が生息している

公園・自然環境関連
公園の確保（×３、公園の利用方法、公園を増やす、
公園内に家族で楽しめる場所を（バーベキュー設置）、
子どもの遊べる場所を増やしてほしい）、動物の保護
等を考える（キツネ、ハヤブサ、ゴイサギ等）、耕して
いない畑による砂ぼこり

その他
空き地の利用

その他
吉岡町の西と東の景観の違いを踏まえたまちづくりを
行う、アパートが多すぎる

将来の方向性および具体策

交通関連
町内循環バスを運行させる

観光関連
サイクリングロードや吉岡川沿いに桜並木がある（川沿いの土地の買収を町や県の補助金でまかなう・木はまちが
募集して植え植樹祭も行う・整備は里親やボランティアへ業務委託で年に２回）、駐車場が整備されて県内外から
桜を見に来てサイクリング・散歩・祭りが楽しめる

公園・自然環境関連
公園の確保（×２、公園が身近にあると感じるように増やす、子どもが騒いで走り回れる公園）

その他
空き地・空き家・耕されていない田畑を何かに利用する（自治会や農業委員に委託）

インフラ

さらに伸ばしていくべきところ 改善した方がいいところ

コミュニティ関連
集まりの場の確保（×３、高齢者のお茶会やお食事会
をしている、シニアカフェ等の高齢者たちの集いの場
を設ける、町老人福祉センターでの集い）、隣近所の
声のかけ合い、ボランティアの人が中心になり実行し
ている行為等の周知

コミュニティ関連
行事参加（×２、すべての行事の一覧表の作成、行事
の参加人数の増加）、地域での高齢者の情報共有、自
分の住んでいる地域以外の呼び名がわからない

健康関連
健康診断等（×３、集団検診の充実（がん検診等）、
健康診断等の受診人数の増、自分自身の健康数値を
把握）、体操教室（×２、各地域の自治会集会所での
体操参加を募る、公民館活動の健康教室（ヨガ・ダン
ベル））

健康関連

–

児童教育
保育園や幼稚園の園児に対して食育活動、児童館に
おいて食育指導

児童教育

–

施設、交通関連
新しい道路や施設のバリアフリー化が良い、介護施設
が増えて良い

施設、交通関連
公共交通等の未整備（×６、照明が少ない、公共施設
へのアクセスが悪い、通学路の確保、学校へのアクセ
スが悪い、通学路の確保、道路が狭い）

防災関連
–

防災関連
防災無線が聞き取りにくい

将来の方向性および具体策

生活サービス関連
車を所有しない高齢者への買い物代行、一人暮らしの人へのボランティア食事サービス

交通関連
交通網等の整備（×４、大型店の用地の安全確保、インターチェンジ周辺での歩行者や車両の分別化、町全体の
野外灯の増設、舗道の整備）

コミュニティ、治安関連
声がけ活動等（×３、健康推進員に声がけしてもらう、声のかけ合いに参加する人を増やす、防犯パトロール）、
まちや自治会の行事等を全住民に周知をする

その他
自治会の集会所での体操参加を募る、地域住民からの意見を聞く場をつくる

安全・安心
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教育
さらに伸ばしていくべきところ 改善した方がいいところ

子どもの教育関連
情報教育（×２、タブレットの充実、情報教育を早く
導入できた点）、古くからの住民が子どもの教育やまち
の指針に理解がある点、活発で実績のある中学校の
部活動、学校現場で教職員が身近に感じられる点、子
育て支援、保育園に入りやすい子育て環境、幼児教育
に付加価値を与えている点

子どもの教育関連
情報教育（×２、情報教育に教育現場がついていけな
い点、ネット・ゲーム・スマホの使用ルール）、子育て
支援（×２、子育ての問題を抱える保護者への支援、
貧困家族・ひとり親家族・不登校・引きこもり対策支援）、
特色ある幼児・学校教育（特筆すべき点が特に少ない
点）、将来的に自立するための工夫を教える教育、部
活の指導者に民間人が入っていない

施設・設備関連
施設の整備（×３、人口増に対する施設整備、気軽に
よれる場所、児童館の利用促進）

施設・設備関連

–

スポーツ・文化関連
活発なスポーツ活動（×２（スポーツ）大会で優秀な
成績を出せる子どもが多い、幼児から高齢者までみん
なでスポーツ）、スポーツ協会の法人化

スポーツ・文化関連
文化、芸術関連（×４、文化・芸能活動、伝統文化の継承、
アートセンターがない、芸術に触れる機会を増やす）、
地域行事の減少、吉岡・群馬の良い部分悪い部分を学
習できる教育、プールがない、吉岡町をよく知らない

生涯教育関連
生涯学習の推進（×３、生涯学習教室の充実、公民館
の生涯学習活動、図書館の利用率が高い）

生涯教育関連
生涯学習の推進（×２、生涯学習や公民館活動で何をやっ
ているか多くの人に知ってもらえるように、働く世代が気兼
ねなく子どもと参加できる地域生涯教育が減少している点）

地域交流、地域社会関連
地域住民の交流の活発化（×３、他施設との交流、異な
る年齢間での地域活動交流、地域巻き込みでの総合学習）

地域交流、地域社会関連

–

その他
–

その他
町内でフロントランナーを見ることがない

将来の方向性および具体策

子どもの教育関連
地元愛を育む教育（×４、時代を持ちつつも地域や個を大切にする教育、特に地域を大切にできる心を育むため
の教育、町の歴史を学べる、吉岡町を誇りに思ってもらう）

多様な教育ための人材確保
特定の科目に特化した教育者の確保（×４、科学の指導のできる先生を採る、専門の指導者の充実、歴史文化の指導
のできる先生を採る、気軽に相談できる窓口や人）、早く新しい教育を常に導入する、子育てに悩まない自治体、住民
の細部まで手の行き届く支援の充実、学校教育の更なる発展を行政へ、自分たちのために子どもに色々学ぶ機会を

施設・設備関連
町民の立ち寄れる場所の確保（×４、認知症カフェ「よしおかロバロバ」の活用、無料で楽しく寄れる場所、町内
全域どこでも寄れる、芝生の広場）

スポーツ・文化関連
スポーツ関連施設の確保（×４、プールをつくる、法人のスポーツクラブを作る、スポーツクラブが温泉を運営する、
法人化したスポーツクラブでプールを運営）、アートセンターを造る

生涯教育関連
子どもから大人まで学ぶ（歴史）ことが当たり前に

地域交流関連
地域住民の交流の活発化（×６、住民が気兼ねなく交流できる活動、子どもと大人が楽に交流できる絆のあるまち、
地域住民・父兄・お年寄によるサロン、子育て世代が幅広く交流する為の工夫を自治会でできるか、不動産や町
も自治会を理解する、地域全体で子どもを育てる気持ちを持ってもらう）

その他
ボランティア意識のある町民の増加

協働のまちづくりのもと計画策定を進めるにあたり、テーマを「10 年後、中学生が
住み続けたくなる吉岡町」として、ゲーム型ワークショップを開催しました。

目 的：

生徒会役員・学級委員等の 3 年生対 象：

（３）中学生ワークショップ

令和 3 年 6 月 14 日 ・・・ オリエンテーション、ワーキング「マチュア・ソサエティ＝成熟社会」、発表
   19 人参加

概 要

マチュア・ソサエティのゲームシート

人口減少時代にあって、今後必要となるまちづくりの施策をプレゼンテーション形式で提案し、住民の人
口維持を競い合うゲームです。

ゲーム体験のほか、ゲーム後の振り返りにより吉岡町の現状と展望について話し合うことを重要とします。

ゲーム型ワークショップ「マチュア・ソサエティ」とは？

マチュア・ソサエティでは、手持ちの駒で表されるまちの人口が時間の経過とともに減少していきます。
人口減少を食い止めるため、参加者は「Ａ：住みよい都市基盤と自然」、「Ｂ：商工・観光・産業の振興」、「Ｃ：
防災・健康・福祉」、「Ｄ：住民主導のまちづくり」の４分野のうち、自分で選択した分野について一枚の白
紙を用いて、４人ほどのグループのメンバーに対して施策のプレゼンテーションを行います。

プレゼンテーションは、グループ内で評価され、例えば「Ａ：住みよい都市基盤と自然」分野のプレゼンテー
ションで高い評価を得た参加者は手持ちの駒（人口）が増えます。「Ｄ：住民主導のまちづくり」分野のプ
レゼンテーションで高い評価を得た場合は、手持ちの駒（人口）が「地元愛を持つ住民」に変わり、人口
減少の趨勢にあっても決してまちから流出しない人へと変化します。

プレゼンテーションと成功時の効果を繰り返し、最終的に残った駒（人口）の数で勝負を決めます。
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Ａ ： 「住みよい都市基盤と自然」分野の施策アイディア
●交通・防犯等の整備

・ 交通網の整備（全体的）
・ バスあるいはレンタルバイク等の整備（×３、町内循環バスにより→これらをつくることでお年寄りでも出かけや

すくなると思うから、車を持たなくても軽く住んでみようかなとなる町に、自転車と自動車の間が狭いので専用
の道をつくる）

・ 吉岡に駅をつくる（×２、< 駅のないデメリット > 移動が難しい、夜に自転車で帰る→危険、< 駅のあるメリット >
人の行き来増、駅のお店→町が盛り上がる）

・ 通学路の整備（×２、自分たちでカーブミラーをふいたり、草むしりをしたりする→通りやすくなる（自分達も地域の方も））
・ 街灯、ミラー等の整備（×６、カーブミラーの鏡の部分が汚れていたりして車が来ているのか判断しにくいし、

事故につながってしまう、吉岡町はバイパスがあることからバイパス沿いは明るく危険が少ないが暗い所は危な
い、街灯・防犯カメラ・信号 etc. により安心して生活できる、街灯が少ないから整備しよう！（整備されつつあ
るけどまだないところもたくさんある））

・ 信号の時間の長さを長くする（信号の長さがおかしいところがあるので、そこを調節する。イライラがなくなる→快適）

●公園・環境関連の整備

・ 公園を増やす（×３、< メリット > 子ども達が遊べる場を増やせる、緑が増える、高齢者・小さい子どもを持つ
方が休んだり集まったりできる、整備された公園をつくることで様々な人が利用しやすくなり、より快適な町に
することができる。）

・ ごみ処理関連（×２、ゴミステーションを整備（ゴミステーションにゴミがあふれているとみすぼらしい。→１箇
所により多くのゴミステーションを設置することで解決できる）、道路などにポイ捨てされるゴミを減らし、分別
をしっかりする。）

・ エコ集合住宅を形成しよう！（集合住宅を形成することで、住民の交流の場が増え、意見を交換したりすることができる）
・ 緑化面の整備を強化しよう！（地球温暖化（対策）、見た目も明るい町になる）

●その他

・ 吉岡町に高校を作る（×２）
・ 利根川をもっと利用するべき
・ 用水路を増やす

Ｂ ： 「商工・観光・産業の振興」分野の施策アイディア
●観光資源の開発

・ 人が集まってくる施設を作る（×７、観光スポットを作ることにより、若者を中心とした人が訪れ、街の魅力に気
付いてもらえる（人が増える）、花火大会を開催しよう、『吉岡町といえば〇〇』をつくる（人が集まるようになる）、
月に２回ほど、地域の野菜などを販売する朝市を行う（小学校や中学校で、農家と学生が販売する。名物にな
れば観光客が来る）、自然を生かしたところ（観光資源）を紹介する施設を創る（“ 町の名物 ” みたいなものを
つくる！）、自然を利用したレジャー施設をつくりたい、吉岡自然エネルギーパークの整備（自分で発電の体験とか、
それを使って動かしてみたり、自らの体験で深く分かる、小学生など遊具感覚で）、特産品をメインとした観光
施設を作る（ＰＲをもっと））

●名物や特産品づくり

・ 名物や特産品を開発する（×３、町の特産物や、「この町といったらこれだ！」というものを作ろう！知名度が上
がることでこの町に興味を持つ人が！、もっと町の代表的な料理をつくろう（群馬には、キャベツやこんにゃくな
どの食材があるので、それらを使って、新しい代表的な料理をつくる）、食の開発（名物が少ないのが改善され、
収益増、地産地消、『吉岡町といえばこれ！』みたいな→まちのイメージＵＰ！））

・ まちのゆるキャラをつくる（着ぐるみにしなくてもいい、町民から募集、町の一体感（イベントで登場させたり…）
ふるさとへの思い入れ）

●商店の商業施設の形成

・ 商店やショッピングモールをつくる（×３、飲食店があまりないので吉岡町の人が作る、（お店が）一箇所にかたまっ
ているので違う場所にも増やす、ショッピングモールがあれば違う市などに行かなくていいし、逆に他の市から
来るかもしれない。そうすれば吉岡町が人気になる、『地産地消』をモットーに町のレストランやスーパーで売る（環
境に良い、給食だけでなく、広報などでの宣伝（給食の話）、好きなものを安く））

●その他

・ 給食に町で作った食材をもっと出す（地産地消になる、地域のことを知れる）
・ 子どもから大人まで、たくさんの人がふれ合える場所をつくる（ふれ合う場所をつくることで、町がより活気づく。）
・ 町全体を発展（町の中で山になっているところも、南の方の地域のように発展させる）

Ｃ ： 「防災・健康・福祉」分野の施策アイディア
●高齢者、障害者福祉

・ 町民全員が無料で、町内の色々な場所に行けるようなバス（高齢者への支援）
・ 障害のある方、高齢者が使用できる割引券などを配布する

●その他

・ 日曜・祝日でも通常診療を行ってくれる病院
・ 道路整備と信号機の工夫（道がでこぼこ→自転車、ベビーカー、お年寄り、ひっかかると危ない、信号機に音を

つける→目が見えない方も安心、安全な暮らし、誰もが安心できる）

Ｄ ： 「住民主導のまちづくり」分野の施策アイディア
●地域社会の活性化

・ 地域活動の実施（×３、子ども同士や地域の人と勉強会をする（学校を開放する（主に休日）、地域の公会堂を
開放する（放課後））、地域活動を増やす（地域の人たちと関わって、もっといい吉岡になると思うから）、『ふるさと』
の地域社会（あいさつ運動、町民みんなで参加するイベント（名産ふるさとまつり）、吉岡町が楽しい！住んでて
良かった！都会にしたいわけじゃなくて、住みよいコミュニティに…））

・ ボランティア活動の実施（×２、祭りやボランティア活動をもっと増やしたい（コンセプト→数少ない祭りやボラ
ンティア活動をもっと増やして、町を盛り上げる）、町に住む子どもたちがボランティア !!（町に住む人たちのた
めに、町民の仲が深まる。防犯にも…？子どもたちの心が育つ））

●施設整備

・ 児童館を各地区に（今、吉岡町には児童館が１つある。ただ、遠くて、なかなか通うことができない人もいると
思うので、各地区に１つ児童館を設置する）

・ 図書館をもっと増やそう（本に触れる機会が少なくなったので）

●地域間交流

・ 他の市町村の中学生との交流（自分の町の魅力を伝える、他の市町村の魅力を知れる、新たな交流→協力）
・ 外国人留学生を受け入れる場所や、交流するスペースを作りたい（< メリット > 海外の文化を学べる、海外の言

語を学べる。）
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